
質
問
一

住
民
の
意
思
に
基
づ
く
行
政

を
実
施
す
る
仕
組
み
は
。

二

共
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
。

三

ご
み
集
積
所
に
関
す
る
自
治
会
の

役
割
と
行
政
の
仕
事
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

市
民
の
要
望
は
幅

広
い
分
野
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
書
き
込
み
や
移
動
市

長
室
等
で
意
見
や
要
望
を
収
集
す
る
な

ど
、
状
況
に
応
じ
て
複
数
の
手
法
で
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
。

二

市
で
は
「
共
に
支
え
あ
う
仕
組
み

づ
く
り
」
と
し
て
、
日
常
の
暮
ら
し
の

中
で
共
に
支
え
あ
い
助
け
あ
う
関
係
づ

く
り
と
、
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
、
地
域
支
え
合
い
協
議
会
は
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
柱
と
位
置
付

け
て
い
る
。

三

自
治
会
に
お
い
て
ご
み
集
積
所
を

設
置
・
管
理
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、

市
は
、
誰
が
利
用
す
る
か
等
の
調
整
や

清
掃
当
番
な
ど
は
地
域
の
ル
ー
ル
に
基

づ
き
取
り
決
め
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
た
め
、
そ
の
設
置
・
管
理
を

自
治
会
に
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
・

処
分
は
、
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
の
事

務
と
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
３
町
と
共
同

処
理
を
行
っ
て
い
る
。
各
家
庭
か
ら
搬

出
さ
れ
る
ご
み
の
集
積
所
の
扱
い
は
要

綱
で
基
準
を
定
め
て
い
る
。

質
問
一

公
共
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
耐
震
化
は
。

二

防
災
訓
練
の
成
果
と
今
後
は
。

三

自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

四

防
災
都
市
づ
く
り
の
促
進
に
対
し

て
の
来
年
度
予
算
の
考
え
方
は
。

五

災
害
時
要
援
護
者
の
対
応
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

建
物
の
耐
震
化
は

診
断
が
必
要
な
全
て
の
建
物
で
診
断
を

完
了
し
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
は
、

坂
戸
鶴
ヶ
島
管
内
の
上
下
水
道
が
約
２０

㌫
、
市
内
の
都
市
ガ
ス
の
約
８０
㌫
が
耐

震
化
さ
れ
て
い
る
。

二

昨
年
度
の
防
災
訓
練
で
は
地
震
発

生
後
の
初
動
訓
練
等
を
行
っ
た
。
参
加

者
の
災
害
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
一

方
、
備
蓄
物
資
保
管
場
所
が
分
か
ら
な

い
等
の
意
見
も
あ
っ
た
。
今
後
は
様
々

な
意
見
を
取
り
入
れ
、
よ
り
実
践
的
な

訓
練
に
し
て
い
く
。

三

市
に
設
立
届
が
出
て
い
る
自
主
防

災
組
織
は
３１
団
体
で
、
そ
の
う
ち
５
団

体
が
集
合
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

四

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
と
し
て
、

防
災
上
の
重
要
拠
点
は
耐
震
性
を
高
め
、

備
蓄
物
資
の
整
備
を
図
る
。

五

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
は
、

災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
方

を
地
域
が
連
携
し
て
支
援
す
る
制
度
で
、

今
後
は
支
え
合
い
協
議
会
等
の
取
り
組

み
を
参
考
に
支
援
の
拡
大
を
進
め
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

自
殺
者
の
減
少
対

策

柔軟に対応していく

長谷川 清 議員

市民の要望と施策に
ついて

鶴
ヶ
島
市
の
防
災
対
策

に
つ
い
て持

田

敏
明
議
員

災
害
対
策
を
進
め
て
い
く

つるがしま市議会だより第１６３号〔５〕


